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病院で勤めていた頃、私が苦戦していた

のは、退院前の家族指導でした。ご家族に

食事の時間に来ていただき、介助方法や注

意点を伝えたり、管理栄養士が嚥下食の作

り方を指導したりしていました。しかし、

急に退院が決まったり、ご家族になかなか

会えないまま、ご本人が退院されてしまっ

たケースがありました。 

今、振り返れば、多々、私自身の指導内

容が小難しく、一方的で、また、在宅生活

を想像できていなかった事が反省点です。 

現在、訪問リハビリの現場で、ゼリーは

食べられないのにお寿司は食べられる、お

茶にはトロミをつけるのに、コーヒーはそ

のまま飲める、バナナだけは咽せずによく

食べる等、ビックリする出来事に出くわし

ます。 

訪問リハビリに携わるようになり、病院

だからできること、在宅だからできること

と、それぞれに役割があることを痛感して

います。 

しかし、病院勤務の時も、現在も、直接

言語聴覚士（以下 ST）同士で連携できた

というケースはあまり多くはありません。 

今、ST のワーキンググループでは、ま

だまだ認知度が低い ST について、より多

くの方に知っていただくことをテーマに活

動しています。今後は訪問リハビリだけで

なく、他分野の ST にも出会い、勉強会や

情報交換を行い、より良い食支援ができる

ようにしたいと思います。 

（言語聴覚士 清水 啓子） 

車いす上での不良姿勢について ① 

～不良姿勢のリスク～ 

 

近年、病院や高齢者施設、在宅でも車いす

を利用する人を多く見かけるようになりま

した。しかし、一般的な「いす」と違い、車

いすは自分で体を支えられない人が座るこ

とが多く、至る所で「不良姿勢」と呼ばれる

座り方をしてしまっているケースが見られ

ます。「普通に座っている」と思っている人

でも、実は、不良姿勢であることがあります。 

この車いす上での「不良姿勢」について、

そのリスク、原因、対策を３回シリーズでご

紹介します。１回目は「不良姿勢のリスク」

についてです。 

一般的に、車いす上

で見られる不良姿勢

とは、「すべり座り」

「前倒れ座り」「横倒

れ座り」の、大きく３

つのパターンに分け

られます。どの座り方

も局所的に圧がかかることによる褥瘡リス

クや、関節拘縮リスクなどありますが、特に、

私が注意しているのは、①腹部が圧迫され

ることによる「食欲の低下」、②顎が上がっ

ているなど不安定な姿勢により食事に集中

できないことから起こる「誤嚥」、のリスク

です。 

何故、そのような姿勢になってしまうの

かについては、次回以降でご紹介します。 

（福祉用具メーカー 中村 慎吾） 
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意外と知らない?!  

     薬に関するアレやコレや 

ファーコス薬局新宿 齊藤 直裕 

  

６月の勉強会では「意外と知らない？！

薬に関するアレやコレや」と題して、健康的

な生活の支援を行うために、街の薬局と薬

剤師はどんなことをしているかのお話をさ

せていただきました。また、食事と薬の相互

作用や食事に影響する副作用なども触れな

がら食支援に関しても、薬剤師ができるこ

とを紹介し、薬の飲みにくさに対して、必要

な知識や工夫など実験を盛り込み、皆さん

とディスカッションしました。 

 

〈 残薬の問題について 〉 

年間５００億円とも言われている、ご自

宅で飲まれずに埋蔵されている残薬ですが、

医療費の問題以前に、「飲まれない薬」には、

うっかり飲み忘れてしまうという理由の他

に、薬が多くなりすぎ、整理がつかずに飲ま

なくなった方、粉薬が苦手で、飲

むたびに苦痛を感じ、次第に飲ま

なくなってしまった方など、残薬

となる理由には様々あります。 

飲まれない薬があるということ

は、狙った薬物治療の効果が期待

できないこと、また、副作用が出

ているために薬を飲まれていない

なら、その副作用に医療側が気づ

けず、実際に、健康上のデメリットが生じて

いることが、最も大きな問題となってきま

す。 

薬剤師の訪問サービスは、街の薬局から

自宅に訪問し、他職種と連携し、情報共有を

行いながら、薬剤の関する問題に取り組ん

でいます。 

 

〈 粉砕の問題について 〉 

飲みにくいという理由から、自宅で錠剤

を砕いて飲んだり、薬局で、錠剤を粉にして

欲しいという相談を受けます。 

飲みやすい形に変えて欲しいといった依

頼ですが、そこには形の問題だけではない

大きな落とし穴があります。一見ただの小

さな錠剤、カプセルに見える薬は有効成分

の苦みをコーティングして飲みやすくして

あったり、胃酸で薬の効果が消えないよう

に工夫がしてあったり、長時間かけて少し

ずつ腸で溶けて長く効く工夫が何層にも錠

剤自体にしてあったりします。 

安易に砕いてしまうと、その錠剤自体に

詰め込まれている工夫も砕かれてしまうこ

とになりかねません。また話題のジェネリ

ック医薬品も安いだけではなく、剤型の選

択に一役買っています。薬の

問題や困ったことについて

は是非、薬の専門家に相談し

てみてください。 

 

 


